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本報告会の目的

⚫ まだまだ運転に自信がある方々にとって、公共交通の
重要性は理解しつつも「自分事」として考えづらい

⚫ しかし、免許返納するタイミングは確実に迫っている
⚫ なので、今時点から運転が出来なくなった時の事を想
像して「自分事」として考え行動することが必要

基山町の公共交通に関する理解・関心を深め
「自分事」として捉えていただく

今回の取り組みや本報告会を通じて・・・
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１．取り組みの背景

参考：道路交通法の改正（2022年5月13日施工予定）

⚫ 道路交通法の改正では、75歳以上で一定の違反歴のあ
るドライバーには「運転技能検査」の受講を義務付け。

⚫ これまでは、運転免許証を更新する際に70歳以上のド
ライバーは「高齢者講習」、75歳以上のドライバーは
「認知機能検査」と「高齢者講習」が義務付けられて
いたが、基本的に全員が免許更新可能。

⚫ 新制度では、繰り返し受検はできるものの、「運転技
能検査」の対象となる高齢者が実技実車による検査で
一定の点数をクリアできなければ免許更新ができなく
なる。
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地方部における公共交通を取り巻く課題

事故リスク
の増大

外出機会
の低下

医療費の拡大
・

中心市街地の
衰退

高齢化の
進展

マイカー
依存

負の
スパイラル

公共交通
の消滅

利便性の
低い

公共交通

他の行政
サービスの
低下

収益減少
採算性
の悪化

公共交通
利用者の
減少
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今後必要となる公共交通事業の方向性

１．取り組みの背景

事故リスク
の低下

外出機会
の向上

健康増進
⇒医療費縮減

中心市街地の
活性化

高齢化の
進展

マイカー
依存からの
脱却

正の
スパイラル

利便性が
高い

公共交通

採算性
の向上

公共交通
利用者の
増加

利用を促すしかけ
（ナッジ）

地域の移動特性に応じ
た新たなモビリティ

他の収益事業

他の輸送との
重ね掛け

貨客混載

宅配事業

送客

車が運転できなくても
健康で豊かな生活

全体マネジメント
＆モニタリング
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スマートモビリティ・チャレンジ

１．取り組みの背景

⚫ 経済産業省と国土交通省は、新たなモビリティサービスの社会実
装を通じた移動課題の解決及び地域活性化を目指し、地域と企業
の協働による意欲的な挑戦を促す新プロジェクト「スマートモビ
リティチャレンジ」を令和元年度より開始。

⚫ 先進的な取組を進める地域における事業性を分析し、より効率的
な解決手法や横断的課題を抽出。



8

スマートモビリティ・チャレンジ

１．取り組みの背景




